
 

ヘルパーステーション さくらの苑 

令和 7 年度 事業報告 

          

1 実績報告          

令和 7 年度目標    7,200,000 円         

令和 7 年度実績    5,758,822 円（目標達成率：79.9％）   

要介護       4,896,667 円 

総合事業  193,380 円  

補助金  646,135 円  

区受託事業  2,800 円  

その他 19,840 円  

          

2 介護従事者内訳         

サービス提供責任者  1 名 介護福祉士  

常勤ヘルパー（兼務 含） 2 名 介護職員初任者研修修了 ・ 介護福祉士 

登録ヘルパー        1 名 介護職員初任者研修修了   

            令和 8 年 3 月 31 日現在 



3 令和 7 年度 事業内容      

① ミーティング開催業務       

・ 月に一度、ヘルパーミーティングを開催。     

・ 介護研修の機会を設け、ヘルパーのスキルアップを目指しました。  

・ 連絡事項を徹底し、情報の共有化を図りました。     

・ ヘルパーの相談に対応しました。      

 

② サービス担当者会議開催業務       

・ 利用者様、ご家族、介護支援専門員と会議を行い、利用者様の状況に関す

る情報をヘルパーと共有し、事故・苦情等ないよう支援に反映した。 

   

③ 支援の調整業務         

・ ヘルパーの技術力、利用者様に対する接し方等を判断し、調整しました。

  

④ 利用者様が可能な限り居宅において、その有する能力に応じ、自立した日

常生活を送ることができるよう配慮し、一年間、事故なく支援することがで

きました。   



 

４、実地指導 

指摘事項 改善状況または方策（具体的に） 

運営に関すること 

 

1、 管理者およびサービス提供責

任者の責務について 

管理者が事業所の従業員の管理、

運営に関する基準を順守させるた

めに必要な指揮命令を行っていな

い。 

 

２、サービス提供に際し、あらかじ

め、利用申込者またはその家族に

対し、重要事項を記した文書を交

付して説明をおこない、同意を得

たことが確認できなかったものが

ある。 

 

３、サービス提供の記録に利用者

の心身の状況を記録していないも

のがある。 

 

４、訪問介護計画書の作成につい

て 

（１）アセスメントに基づき訪問

介護計画書が作成されたことが確

認できないものがある。 

・訪問介護計画書に、担当する訪問

介護員等の氏名、サービス内容ご

との所要時間を記載していない。 

・居宅サービス計画書に沿って訪

問介護計画書を作成していないも

のがある。 

 

 

 

 

 

新規利用時書類チェック表、年間利用者個別書類チェック表、

月間取得・提出書類チェック表を作成し、サービス提供責任者

と確認し指揮をしていく。 

 

 

指摘をうけて、重要事項を記した文書を再交付し説明をおこ

なう。新規利用時書類チェック表を作成し、文書の説明、交付

をおこなったときに管理者・サービス提供責任者が押印し、個

別ファイルに保存する。 

 

 

 

指摘をうけ、サービス提供の記録について、体調確認と記載し

ているところに追記で体の動き、話し方などによる心身の状

況を記録するようにミーティングを通して説明する。 

 

 

 

指摘をうけ、利用者個別年間書類チェック表作成、個別に居宅

サービス計画書・アセスメント・訪問介護計画書など一年を通

し利用者個別に受取日、作成日をサービス提供責任者・管理者

が確認できるようにする。 

 

訪問介護計画書作成時、サービス提供責任者・管理者が内容を

確認し確認印を押すように変更する。 

 

 

 



 

（２）訪問介護計画書を利用者に

交付していないものがある。 

 

 

（３）訪問介護計画書作成後、計画

実施の把握（モニタリング）を行っ

たことが確認できないものがあ

る。 

 

・必要に応じて訪問介護計画書の

変更を行っていないものがある。 

 

 

５、秘密保持等について 

利用者および利用者家族の個人情

報を用いる場合において、利用者

および家族の同意をあらかじめ、

文章によって得ていないものがあ

る。 

 

６、記録の整備について 

利用者についての記録を整備して

いないものがある。 

 

交付されていないものは、作成し交付。個別利用者年間書類チ

ェック表にて、サービス提供責任者・管理者が利用者への交付

を管理する。 

 

指摘をうけ、モニタリングの担当と頻度を確認、状況報告書と

モニタリング用紙を分け、年間利用者個別チェック表を作成、

サービス提供責任者・管理者で確認をおこなう。（別紙 2、3） 

 

 

指摘をうけ、居宅サービス計画書の受け取り、訪問介護計画書

の作成・交付管理を個別利用者年間書類チェック表にて行う

こととした。 

 

 

指摘をうけて、文章で同意を得ていないものは、同意書を取っ

ている。また、新規利用開始時に新規利用時書類チェック表に

て同意を文書で得たことを確認する。  

 

 

 

 

新規利用時書類チェック表、年間利用者個別書類チェック表、

月間取得・提出書類チェック表を用い管理し、書棚の現利用者

を 2 年以内の記録 2 年以前の記録と分け管理。終了者は、年

度ごとに管理する。 

 

指摘事項に対し上記の改善を実施した。 


